
- I-18-04 -

[I-18-04]

©Japanese Society of Animal Science 

 The 126th Annual Meeting of Japanese Society of Animal Science 

口頭発表 | 1. 栄養・飼養

栄養・飼養
座長:松井 徹(京大院)、松崎 正敏(弘前大農生)、寺田 文典(東北大院農)、小櫃 剛人(広島大院生物圏)、樋口 幹人(農

研機構中央農研)、杉野 利久(広島大院生物圏)
Wed. Sep 18, 2019 1:30 PM - 5:20 PM  第I会場 (ぽらんホール(8番講義室）)

I-18-01～I-18-03：松井 徹 

I-18-04～I-18-07：松崎 正敏 

I-18-08～I-18-10：寺田 文典 

I-18-11～I-18-13：小櫃 剛人 

I-18-14～I-18-17：樋口 幹人 

I-18-18～I-18-21：杉野 利久
 

 

2:00 PM - 2:10 PM

ホルスタイン種去勢牛における静脈血と門脈血中のアンモニア濃

度とタウリン、ハイドロキシプロリンおよびメチオニン濃度の比

較
*田内 瞬一1、一條 俊浩1、北 勇一朗1、Kim Yohan1、牧野 博生1、千葉 恵樹1、石塚 直樹1、小材 怜子1、金子 紘野
1、堀中 あさひ1、加藤 惇郎2、佐藤 繁1 (1. 岩手大農獣・産業動物内科、2. NOSAI岩手)

 
牛におけるアミノ酸動態についての報告は少ない．本研究は肝機能が正常と考えられる牛において静脈血と門脈

血を用いてアミノ酸の体内動態について調査することを目的とした．材料は臨床的に健康と判断されたホルスタ

イン種去勢牛5頭（生後11.8±0.4ヶ月齢, 379±5kg）を用いた．採血は2週間隔で2回実施した．静脈血は頸静脈

から，門脈血は超音波画像診断装置を用いて画像を確認の下で実施した．検査項目は血清生化学検査としてアル

ブミン（ ALB），グルタミル酸オキザロ酢酸トランスフェラーゼ（ GOT），γグルタミルトランスペプチダーゼ

（ GGT），アンモニア（ NH），総コレステロール（ T-CHOL），遊離脂肪酸（ FFA）と，アミノ酸としてタウ

リン（ Tau），ハイドロキシプロリン（ Hypro）およびメチオニン（ Met）を測定した．結果，血清生化学検査

では NH3が静脈血中濃度より肝門脈血中濃度が著しく高い値を示した．その他の項目では有意差は認められな

かった．アミノ酸は Hyproでは門脈血中濃度が静脈血喉と比較して高値を示した． Tauと Metは門脈血中濃度が

静脈血中濃度と比較して低値を示した．以上の結果から肝機能に異常を認めない牛においては NHと Hyproは肝臓

において代謝されるが， Tauと Metは生体内で恒常性が調節されていることが示唆された．


